
　
な
お
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
解
説
二

四
〇
ペ
ー
ジ
に
不
明
瞭
な
点
が
み
ら
れ
る
の
で
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
本
書
の
現
存
の
学
寮
ト
リ
ニ

テ
ィ
・
コ
レ
ジ
の
前
身
ω
o
o
δ
身
o
h
囚
ぼ
σ
q
、
ω

ω
o
げ
9
震
。
。
（
一
三
一
七
年
）
、
そ
の
後
を
う
け
た

囚
ぎ
σ
q
．
ω
国
ρ
瓢
（
ご
二
三
七
年
）
は
、
前
者
は
エ
ド

ワ
ー
ド
ニ
世
、
後
者
は
そ
の
息
子
エ
ド
ワ
ー
ド
三

世
の
建
設
に
な
り
、
ヘ
ソ
リ
…
三
世
と
王
妃
エ
レ

ア
ノ
ー
ル
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
前
者
で
あ
れ

ば
孫
、
後
者
で
あ
れ
ば
曾
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
文
中
の
曾
孫
エ
ド
ワ
…
ド
隔
世
と
い
う
記
述
は

そ
の
意
味
で
、
不
正
確
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
（
B
5
版
二
五
三
頁
一
九
七
七
年
十
月

　
　
　
大
手
前
女
子
学
闘
ア
ン
グ
ロ
ノ
ル
マ
ン
研
究
所

　
　
　
　
一
〇
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
（
鈴
木
利
章
　
神
戸
市
外
國
語
大
学
助
教
授
）

匂
鉾
。
。
。
一
錠
司
。
置
㊤

Ω
・
§
食
織
ミ
さ
§
霧
海
愚
聾
自
N
寧

ミ
ミ
ミ
母
§
ミ
⇔
ミ
ミ
ー
＼
鮮
黛
§

織
、
毎
ミ
♪
N
い
N
朝
l
N
い
℃
N

　
十
字
軍
国
家
で
制
作
さ
れ
た
写
本
の
彩
飾
に
つ

い
て
の
研
究
は
、
一
九
五
七
年
の
頃
陰
し
σ
8
葺
げ
巴
”

」
§
萱
ミ
画
ミ
鴨
㌧
ミ
ミ
§
恥
§
妹
ぎ
ト
ミ
§
宍
§
鮪

§
ミ
ミ
斎
臓
器
ミ
馬
§
を
嚇
矢
と
す
る
が
、
そ
の

後
学
’
♂
〈
蝕
誌
8
ρ
コ
詳
に
よ
る
一
連
の
イ
コ
ン
に

関
す
る
論
文
は
別
と
し
て
、
こ
の
主
題
に
つ
い
て

の
研
究
は
あ
ま
り
進
展
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

本
格
的
な
研
究
書
と
し
て
は
本
書
が
b
d
β
o
葺
げ
p
一

に
次
ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
心
墨
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
本
書
は
そ
の
考
察

対
象
を
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
末
期
の
ア
ッ
コ
ソ
に
限

定
し
て
お
り
、
西
欧
へ
の
影
響
も
主
と
し
て
そ
れ

と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
章
o
Q
㊤
貯
掌

圏
ρ
口
◎
、
匪
。
器
霧
帥
O
巳
9
同
鉱
O
⑦
昌
叶
鶏
。
隔
け
び
①

ピ
ρ
鉱
昌
国
貯
q
α
O
白
ぎ
け
げ
0
6
烹
詳
①
o
P
け
び
O
o
㌣

　
　
　
　
　
σ

嘗
蔓
は
本
書
の
序
を
な
す
部
分
で
あ
り
、
考
察
の

前
提
と
し
て
＝
二
世
紀
ア
ッ
コ
ソ
の
繁
栄
と
そ
の

知
的
活
動
の
概
観
を
行
な
い
、
更
に
切
自
。
財
警
巴

以
来
の
所
謂
「
ア
ッ
コ
ソ
派
」
を
再
確
認
す
る
。

次
い
で
第
二
真
日
冨
》
o
器
ω
。
げ
0
9
0
ρ
’
ド
b
。
図
望

這
Q
。
O
“
↓
げ
①
ぴ
Φ
鼠
旨
σ
Q
錘
重
び
団
。
詳
竃
器
富
目
で
は
、

U
①
⇔
ぎ
σ
q
屋
ρ
　
旨
．
国
●
ω
巴
蔓
財
。
〈
あ
げ
。
財
①
脅
ぎ

ω
富
富
剛
旧
び
嵩
。
い
同
村
q
り
竃
ω
．
ず
．
臨
○
ド
〈
’
同
く
・

㎝
と
い
《
O
鐸
国
σ
犀
O
停
α
ρ
器
α
Φ
一
㊤
＜
浅
ρ

ソ
画
ω
．
○
。
卜
⊃
。
。
の
分
析
を
中
心
に
、
し
d
¢
。
馨
げ
巴
が
不

毛
と
し
た
＝
一
七
〇
年
代
の
ア
ッ
コ
ソ
派
に
彩
飾

写
本
の
追
加
を
行
な
う
。

　
し
か
し
著
者
が
力
点
を
置
く
の
は
ア
ッ
コ
ソ
陥

落
直
前
の
一
一
年
間
で
あ
り
、
　
そ
れ
は
第
三
章

惹
け
Φ
　
諺
O
凪
①
　
ω
○
げ
O
O
一
　
〇
斜
9
　
H
ト
っ
。
◎
O
一
μ
臥
⊃
Q
o
㎝
”
　
日
げ
O

》
瓢
く
①
馨
○
団
夢
①
鵠
O
巷
津
巴
冨
目
鼠
葺
け
①
目
と
第

四
章
日
ぴ
Φ
U
霧
け
く
①
胃
。
。
o
協
夢
①
諺
。
お
ω
o
げ
o
o
ご

急
げ
①
い
㌶
震
≦
o
鱒
ω
○
団
跨
①
餌
。
ω
覧
3
目
銭

徴
器
汁
窪
p
a
三
ω
》
隆
。
。
＄
別
当
。
。
で
扱
わ
れ
る
。

こ
の
時
期
に
ア
ッ
コ
ソ
で
の
彩
飾
写
本
制
作
は
最

盛
期
を
迎
え
た
と
す
る
の
が
本
書
の
主
要
な
論
旨

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
著
者
が
．
、
国
。
。
・
℃
坤
巴
ざ
冠

寓
ρ
ω
言
慌
、
と
名
付
け
る
画
寡
の
出
現
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
る
。
＝
一
七
六
～
八
○
年
頃
パ
リ
か
ら

ア
ッ
コ
ソ
へ
到
来
し
た
と
い
う
こ
の
画
家
は
本
書

の
中
心
主
題
を
な
し
て
お
り
、
彼
と
そ
の
弟
子
に

帰
せ
ら
れ
る
基
本
的
に
は
フ
レ
ン
チ
・
ゴ
シ
ッ
ク

の
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
一
連
の
作
品
が
ア
ッ
コ
ソ
の

工
房
で
制
作
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来

の
ア
ッ
コ
ソ
派
像
は
修
正
さ
れ
、
更
に
多
く
の
写

本
が
そ
れ
に
追
加
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
ア
ッ
コ
ソ
派
が
西
欧
に
及
ぼ
し
た
影

響
に
つ
い
て
は
次
の
第
五
多
日
げ
。
跨
。
器
ω
o
げ
0
9

窪
α
爵
Φ
渇
①
簿
で
論
じ
ら
れ
、
そ
こ
で
は

国
。
ω
甘
富
目
窪
冨
器
げ
窪
の
作
風
を
媒
介
し
た
も

の
と
し
て
．
、
じ
d
嵩
の
ω
巴
。
。
嵐
男
爵
目
、
、
な
る
画
家
と

そ
の
工
房
が
霊
視
さ
れ
る
。
ア
ッ
コ
ソ
派
の
影
響

は
こ
の
b
ご
暴
ω
ω
巴
ω
寓
器
寡
男
の
工
房
が
活
動
し
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介紹

た
と
み
ら
れ
る
パ
リ
周
辺
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、

特
に
そ
れ
は
ア
ッ
コ
ソ
陥
落
後
の
約
一
〇
年
間
を

中
心
と
す
る
短
期
間
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

十
字
軍
が
西
欧
に
与
え
た
文
化
史
的
影
響
に
つ
い

て
は
、
従
来
必
ず
し
も
あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
て

来
た
と
は
書
え
な
い
が
、
他
の
分
野
に
つ
い
て
も

こ
う
し
た
実
証
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
展
望
が
開
け
る
可
．
能
性
も
あ
る
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。
写
本
の
彩
飾
と
い
う
限
ら
れ
た

事
象
に
関
し
て
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
短
命
な
が
ら

明
確
な
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
力
説
す
る
著
者

の
所
論
は
興
味
深
い
。

　
末
尾
に
は
、
本
文
中
に
述
べ
ら
れ
た
写
本
の
カ

タ
ロ
グ
が
付
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の
写
本
の
現
在

の
所
蔵
地
と
名
称
、
制
作
年
代
と
場
所
、
写
本
学

的
統
計
、
罫
線
の
図
解
、
装
飾
に
つ
い
て
の
略
述
、

参
考
文
献
、
由
来
、
装
飾
の
簡
単
な
分
析
等
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
。

　
全
九
六
頁
三
〇
一
二
曲
菓
に
及
ぶ
豊
嘗
田
な
写
真
は
非

常
に
貴
重
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
原
寸
大
で
採
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
絹
倹
っ
て
、
本
書
の
今
一
つ

の
眼
目
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
切
昌
。
げ
跨
巴

上
掲
書
を
始
め
既
に
他
の
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
本
書
を
単

独
で
読
む
場
合
に
は
少
し
わ
か
り
に
く
い
所
も
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
又
、
色
刷
り
が
僅
か
一

頁
の
み
で
あ
る
こ
と
も
甚
だ
残
念
で
あ
る
。
実
際
、

文
中
に
は
色
彩
に
つ
い
て
の
雷
魚
（
絵
の
具
の
色

ば
か
り
で
は
な
く
用
紙
の
色
等
に
つ
い
て
も
）
が

多
く
、
も
う
少
し
色
刷
り
頁
を
増
や
し
て
ほ
し
い

と
思
う
の
も
強
ち
望
蜀
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
（
一
壷
二
頁
　
写
真
九
六
頁
　
一
九
七
六
年

　
　
　
　
　
　
　
℃
旨
冒
8
8
昌
d
H
は
く
。
湯
謬
《
男
器
。
。
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
（
八
塚
春
児
　
京
都
大
学
研
修
員
）

切
。
舅
舘
8
Q
Q
Φ
℃
a
〈
9
ρ
》
壁
。
鴨
簿
9
”

卜
§
§
身
軽
鶏
G
・
嚇
ミ
蕊
蕊
§
帆
。
羊

犠
智
恥
ミ
㊦
ミ
逡
蹄
O

　
超
国
家
企
業
1
1
多
国
籍
企
業
の
問
題
は
、
今
日

の
低
開
発
諸
国
が
お
し
な
べ
て
直
面
し
て
い
る
最

大
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
（
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸

國
の
ぼ
あ
い
、
よ
り
具
体
的
に
は
米
国
系
企
業
）
。

メ
キ
シ
コ
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て

一
五
％
以
上
の
外
資
参
加
を
み
た
現
地
企
業
を
超

国
家
企
業
の
子
会
社
と
み
な
す
な
ら
ば
、
一
九
七

二
年
に
は
製
造
工
業
の
生
産
総
額
の
三
四
・
九
％

が
そ
の
よ
う
な
企
業
群
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

（
凋
①
讐
騨
p
畠
。
閃
a
言
胤
び
震
坊
門
ユ
巳
α
田
鼠
鍵
－

訟
器
N
同
論
影
σ
q
9
卜
蕊
§
N
特
§
簑
恥
ミ
§
§
§
賦
㌣

蓉
野
噸
お
M
ρ
や
誤
。
。
）
。

　
本
書
『
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
超
国
家
企
業
』
は
、

こ
の
今
欝
的
課
題
に
意
欲
的
に
取
り
く
む
メ
キ
シ

コ
大
学
院
大
学
国
際
学
セ
ン
タ
ー
所
属
の
研
究
者

三
島
の
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

セ
プ
ル
ベ
ダ
著
「
メ
キ
シ
コ
の
工
業
政
策
と
超
国

家
企
業
」
、
ペ
イ
セ
ー
ル
○
茜
ρ
娼
9
冨
8
巴
O
Φ

切
目
。
α
団
著
「
外
国
資
本
の
誘
致
（
一
九
五
三
一

五
八
年
）
」
と
メ
イ
ェ
ー
ル
リ
。
器
言
○
冨
Φ
矯
興
著

「
外
国
民
間
資
本
へ
の
抵
抗
－
石
油
の
ぼ
あ
い

（一

緕
O
八
i
五
〇
年
）
i
」
の
三
篇
で
あ
る
。

第
一
の
セ
プ
ル
ベ
ダ
論
文
は
現
状
分
析
的
・
政
策

提
重
的
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
歴
史
分
析
的
な

他
の
二
篇
を
紹
介
し
た
い
。

　
一
九
三
八
年
三
月
の
メ
キ
シ
コ
石
油
産
業
国
有

化
が
世
界
石
油
産
業
史
に
の
こ
る
画
期
的
な
出
来

事
だ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
被
収
用
資
産
に
関
す
る
補
償
協
定
の
締
結
（
一

九
四
二
年
）
後
も
、
石
油
産
業
経
営
へ
の
復
帰
を

は
か
る
米
國
系
国
際
石
油
資
本
と
、
収
用
以
後
の

メ
キ
シ
コ
石
油
公
社
の
運
営
に
苦
し
む
メ
キ
シ
コ

政
府
と
の
あ
い
だ
で
静
か
な
闘
争
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
一
九
四
〇
年
代
の
紛
争
を
「
第
二
の
石
油
戦

争
」
と
呼
ぶ
メ
イ
ェ
ー
ル
論
文
は
、
い
わ
ぼ
「
第
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